バイキング給食実施計画

平成○○年○○月○○日

給食部

目　的
· 日常と趣の異なる食事をすることで、給食への関心を新たにさせる。

· 一食の適正量、栄養価、食事のバランスを考慮し、基準量という具体的な数値を用いて料理を選ぶ態度と能力を育てる。

· 会食を通して、人間関係を豊かにし、仲間を思いやる心情を育てる。

日　時
○○月○○日（○曜日）　○○時○○分～○○時○○分

場　所
体育館

対　象
3年生全員、教職員、実習生　　　合計　○○○名

学級
生徒数
教職員・実習生氏名
合計人数

１組
○○名

○○名

２組
○○名

○○名

３組
○○名

○○名

方　法
· 事前指導

· 「バイキング給食を楽しい会食にするために」のプリントを配布する。

· 「バイキング給食選択表」に記入させる。

1 主食〉〈主菜〉〈副菜〉〈デザート〉の４群の中から料理を選ばせる。牛乳は必ず加える。

2 選んだものの合計エネルギー量を、「中学生の基準」に照らして過不足を修正し、書き改めさせる。

· 当日の流れ

· 入口で、盆、皿、箸、スプーン等を受け取り、順路に従って進む。

· 各自があらかじめ記入しておいた「バイキング給食選択表」をもとに、料理を器に取り分ける。

1 〈主食〉からスタートして、時計回りで〈デザート〉まで

2 クラス全員が一巡したらお代わりは自由。

· 喫食は各自好みの場所で行う。
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評価の観点
· ４つの群から満遍なく選べたか

· 各料理の前に表示してあるエネルギー量、たんぱく質量に注意が払えたか

· 周りの人にも気を配りながら、取り分けられたか

· 自分で選んだ料理は、残さず食べたか

その他
· 配膳および後片付けは、給食委員を中心とするバイキング準備係（各組４名）が担当する。

· 「バイキング給食選択表」の評価を所見として記入し、生徒に戻す。

· 生徒は感想文を提出する。

デザート
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１学級分の配置








